
 
第 22 回 

日本リハビリテーション医学会中部・東海地方会 
 
 
日 時：平成 20 年 2 月 2 日（土）10：00～ 
 
場 所：大正製薬株式会社 名古屋支店 
     名古屋市千種区千種 2-17-18   TEL：（052）733-8112 
    （地下鉄桜通線：吹上駅下車徒歩 12 分，JR中央線：鶴舞駅下車 15 分） 
    （全館禁煙のためご協力願います） 
 
◎発表時間：発表 7分（発表時間を厳守してください），質疑 3分． 
 
◎当日，会場にて下記受付をいたします． 
１）発表形式は PC によるプレゼンテーションのみとします． 
  Windows，Macintoshいずれでも可能ですが，ソフトは Power Point で作成してく 
  ださい．Windows で作成された発表データを CD-RWや USB で持ち込むことは 
    コンピューターウイルスの感染リスクがある為，CD-R での提出を推奨します． 
    発表 40 分前には受付に提出してください． 
  ただしMacintosh 使用の場合，また動画データを使用される場合（Windows であっ 
  ても）はご自分の PC をお持ち込み下さい．またMacintosh の場合は出力端子接続 
  アダプタおよびコンセント用電源アダプタをご用意ください． 
２）演題抄録（A4 サイズ１枚に収まるようにワープロにて 400 字以内の抄録，３語以内の 
  key words をつけてください）をご提出ください． 
 
 
◎日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育単位の取得について 
１）本地方会参加により 10 単位が認定されます． 
２）本地方会の筆頭演者は 10 単位が履修できます． 
  
  
  
当番幹事：寺岡史人  
     〒384-0301 長野県佐久市臼田１９７ 
     佐久総合病院リハビリテーション科   
     TEL：0267-82-3131  FAX：0267-82-9602   
          E-mail：sakuot@valley.ne.jp 



 

地方会 
一般演題 10:00-12:20 受付開始 9:30 

座長：佐久総合病院 寺岡史人 
 
１．アイスマッサージによる嚥下反射惹起の促通効果 
１聖隷浜松病院総合リハビリテーション科，２聖隷三方原病院リハビリテーション科 
中村智之１，重松 孝２，橋本育子２，西村 立２，佐藤由里２，片桐伯真２，藤島一郎２ 
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２．当科における嚥下造影の動向 
１藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
２藤田保健衛生大学衛生学部リハビリテーション学科 
横山通夫１，馬場 尊２，才藤栄一１，加賀谷 斉１，清水康裕１，八谷カナン１，鈴木孝佳１ 
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３．退院後長期にわたり経口摂取状況の改善が見られた嚥下障害例の報告 
三九朗病院リハビリテーション科  
小池知治 
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４．当院摂食・嚥下リハビリテーション介入症例の発熱に関する検討 
聖隷三方原病院リハビリテーション科 
重松 孝，藤島一郎，片桐伯真，大野友久，黒田百合，佐藤友里，西村 立，橋本 育子 
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座長：長野県立総合リハビリテーションセンター 清野良文 
 
５．変形性股関節症患者の三次元トレッドミル歩行分析 
１藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
２藤田保健衛生大学衛生学部リハビリテーション学科 
３藤田保健衛生大学病院リハビリテーション部 
山村怜子１，加賀谷 斉１，才藤栄一１，米田千賀子１，村岡慶裕２，大塚 圭２，杉 優子 3，山上潤一３ 
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６．尺骨神経麻痺の障害部位診断に必要な電気生理学的検査の検討 
JA 長野厚生連佐久総合病院リハビリテーション科 
西 眞歩，蔵島牧子，宍戸康恵，寺岡史人, 須藤恭弘, 細谷直人 
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７．外傷性脳損傷後の痙縮に対しバクロフェン髄腔内投与療法を施行された一例  
1藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 
2藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座  
岡崎英人 1，園田 茂 1，鈴木 亨 1，岡本さやか 1，前田博士 1，水野志保 1，沢田光思郎 1，  
才藤栄一 2 
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８．小児脳性麻痺患者に対する知覚連動性足底板の使用経験 
1名古屋市西部地域療育センター，2名古屋市立大学病院，３名古屋市児童福祉センター    
多和田 忍 1，和田郁雄 2，石井 要３ 
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座長：鹿教湯三才山リハビリテーションセンター 太田 正 
 
９．当科における初期研修医ローテーションの現状と課題 
JA 長野厚生連佐久総合病院リハビリテーション科  
寺岡史人，宍戸康恵，蔵島牧子, 西 眞歩, 須藤恭弘, 細谷直人 
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１０．愛知視覚障害者援護促進協議会における高齢視覚障害者のリハビリテーション 
１本郷眼科・神経内科・NPO法人愛知視覚障害者援護促進協議会 
２日本医療福祉専門学校・NPO法人愛知視覚障害者援護促進協議会  
３NPO法人愛知視覚障害者援護促進協議会 
高柳泰世１,3，坂部 司２,3，山本潔３  
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１１．非麻痺側へのミトン着用により重度片麻痺が改善した 3 例  
１藤田保健衛生大学七栗サナトリウム 
２藤田保健衛生大学医学部リハビリテーション医学講座 
岡本さやか１，園田 茂１，鈴木 亨１，岡崎英人１， 前田博士１，水野志保１，沢田光思郎１，才藤栄一２ 
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１２．神経膠芽腫でリハビリ，内服化学療法を入院にて治療した経験 
１尾張健友会千秋病院脳神経外科，２同リハビリテーション科  
平井長年１，長谷川真基２，島本慶子２, 鈴木真子２ 
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総会 
13:40～13:55 

研修会に先立って総会を行います．ぜひご出席下さい． 
 
 
 

専門医・認定臨床医生涯教育研修会 
特別講演 14:00～16:15 受付開始 13:00 

 
 
「脳性麻痺療育の現状と新たな戦略」 
信濃医療福祉センター 所長 朝貝芳美 先生 

司会： 輝山会記念病院 近藤和泉 
 
 
「米国リハ医療における筋骨格神経疾患と痛みの管理」 
関西医科大学リハビリテーション科 教授 吉田清和 先生 

司会：   佐久総合病院 寺岡史人 
 
 
 
 

◎日本リハビリテーション医学会専門医・認定臨床医生涯教育単位の取得について 
１）ご自身の登録番号を確認する為, 生涯教育研修記録証をご持参下さい． 
２）研修会参加により１講演毎に 10 単位が認定されます． 
３）１講演（10 単位）毎に受講料 1,000 円． 
認定単位非取得者は単位数に関係なく受講料 1,000 円を当日受付します． 
 
 
 
◎認定臨床医資格試験を受験予定の方へ 
平成 19 年度より「認定臨床医」受験資格要件が変更となり，地方会で行われる生涯教育 
研修会も１講演あたり 10 単位が認められます．詳細は，リハ医学 6月号をご覧下さい．                                      
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